
８．６提言―核兵器のない世界に向けた法的枠組み構築へ積極的貢献をー 

 
今年で結党 50年を迎える公明党は一貫して核廃絶を訴え、政府に対しても累次の働

きかけを行ってきました。 

特に、核兵器の非人道性を巡る議論の高まりの中で開催された、本年 4月の軍縮・

不拡散イニシアティブ（NPDI）広島外相会合では、世界の政治指導者の被爆地訪問な

どを呼びかける「広島宣言」を我が国から世界に発信することができたところです。 

一方、原爆投下 70年となる明年の核不拡散条約（NPT）再検討会議に向けた第 3回

準備委員会では、我が国など 20カ国による「核兵器のない世界に向けたブロック積み

上げ方式」やアイルランドをはじめとする新アジェンダ連合による「効果的な核軍縮

措置の枠組みオプション」などが提案され、核兵器のない世界に向けた具体的なアプ

ローチが国際場裡で議論され始めています。 

そこで、一日も早い「核兵器のない世界に向けた法的枠組み」の構築に向けて、我

が国が積極的貢献を果たすよう、次の５つを提案します。 

 
１．2015年 NPT再検討会議について 

・核兵器国も参加する NPTにおいて、核兵器のない世界に向けた法的枠組みの検討に

着手することを合意できるよう、明年春の 2015年 NPT再検討会議の議論を積極的にリ

ードすること 

 

２．2015年広島・長崎会合について 

・原爆投下 70年の 2015年秋に我が国で開催される広島での国連軍縮会議、長崎での

パグウォッシュ会議世界大会から、核兵器のない世界に向けた法的枠組み実現への力

強いメッセージが世界に発信できるよう、政府関係者、専門家、科学者とともに市民

社会の代表や世界の青年による参加の促進を図るなど、両会議を政府としても積極的

に支援すること 

 

３．2016年主要国首脳会合（サミット）について 

・NPDI広島宣言を受け、主要国の首脳が被爆の実相にふれる第一歩として、日本で開

催される 2016年主要国首脳会合（サミット）の首脳会合、外相会合やその他の行事を

広島、長崎で行うことを検討すること 

 

４．核兵器のない世界に向けた法的枠組みへの合意形成 

・核兵器禁止条約をはじめとする法的枠組みの基本的理念となる核兵器の非人道性や

人間の安全保障ならびに地球規模の安全保障について、唯一の戦争被爆国として積極

的に発信し、核兵器のない世界に向けた法的枠組みに関する国際的な合意形成を促進

すること 

 

５．核兵器のない世界を見通した安全保障政策についての発信 

・日米間のあらゆる場の議論を通じ、核兵器のない世界に向けての法的枠組みを見通

した日米安全保障のあり方を検討し、核兵器のない世界に向けた新たな安全保障のあ

り方を世界に発信することにより、国際的議論を促進すること 


